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された第五世代の一次標準ガス濃度と、NOAA／CMDLで値付けされた第四世代の一次標準を用いて測定された濃度

を比較してみた。表一3に示す通り、両者の濃度値の違いは最大0．18ppmで、全体の平均としては0．09ppmの違

いがあることがわかった。ボンベの濃度が320ppmから400ppmの範囲では両者の違いは比較的小さかったの対し

て、これらの濃度範囲を外れるボンベについては違いが大きかった。今後、これら標準ガス濃度値のずれを補正して、

より厳密に標準ガススケールの統一を計っていくことが課題となるであろう。

3－5　第3章のまとめ

　これまで気象庁において実施された標準ガスの検定データを詳細に再解析した結果、以下のような事柄が明らかに

なった。

　1）一次標準ガスについて自己検定法による解析を行った結果、第一世代の標準ガスは濃度ドリフトを起こしてい

　　たことが強く示唆されたが、第二世代以降の一次標準ガスはいずれも安定した濃度が保たれていたことがわか

　　った。

　2）第一世代の一次標準ガスについて濃度ドリフトを評価した結果、すべてのボンベが濃度上昇を起こしていたこ

　　とがわかった。また、使用期間中の濃度上昇速度は＋0．09ppm／yrから＋0．29ppm／yrの範囲にあり、ボンベに

　　よってドリフトの程度が異なっていたことが確認された。

　3）第二世代以降における世代間の較差を補正することによって気象研究所ボンベの検定値を見直した結果、補正

　　前の違いが大きく解消されて±0．1ppm以内で良く一致した。これらの結果から世代間の較差が有意に存在す

　　ることが確認された。

　4）一次標準ガスの組み合わせによる検定値の違いを調べた結果、測定誤差を上回る差が生じる場合があることが

　　わかった。

　以上の結果から、第一世代の濃度ドリフト補正並びに世代間の較差補正によって、過去の検定濃度を同じスケール

でほぼ統一できることがわかった。

4．検定結果のデータベース化

　今後、過去16年間の検定結果をさらに詳細に解析・評価し、これに基づいた観測データの補正を行うためには、

検定の際に得られた測定データに戻って再計算をやり直していく必要がある。そのために、すべての測定データをデ

ータベース化して、系統的に整理しておかなければならない。なお、ここで言う測定データとは、毎回の検定におけ

るNDIRによる計測結果を収録したデータファイルのことで、ファイルには検定の年月日、測定した標準ガスの番

号並びにそれらのNDIR計測の出力値などが記録されている。これら過去の測定データの形式を統一してデータベ

ース化しておくこと．は、今後も蓄積される検定結果と合わせて、将来の再解析に利用していくためにも重要である。

　気象庁の検定システムは1986年から稼動を開始したが、1997年に大幅なシステムの更新が行われた。これに伴

って、データ処理装置とそのソフトウエアーが更新されたために、測定データの保管・管理の様式が大きく変わった。

1997年の検定システム更新以降は測定データの保管・管理体制が整えられてデータベース化が容易な状況にあった

が、更新前の旧システムではその管理体制が十分とは言えない状況にあった。たとえば、測定データの形式が異なっ

ていたり、そのデータファイルが一括管理されていないなど、多くの問題が1997年以前の測定データにあることが

予備調査でわかった。

　合同調査・研究チームでは、まず1997年以前の旧検定システムで得られた測定データのデータベース化に取り組

んだ。これらの測定データは新検定システムのデータ処理装置に移管されていたものもあったが、それら以外にも異
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なるメディアに収録されて離散していることがわかった。そこで、検定計算結果の記録簿を基に、計算に利用された

測定データを収集する作業を行った。次に、収集されたデータはバイナリー形式で収録されていたために、テキスト

形式のファイルに変換した後、すべてのデータファイルについてその収録データが読み込み可能かどうかの検査を行

った。また、ファイルの中に手入力された検定年月日やボンベ番号のデータに関して、検定計算結果の記録簿と照合

させながら入力データの誤りを修正していった。これらのデータベース化の作業を通して、1986年11月から1997

年8月までの間の旧検定システムで得られた測定データファイルのリストとその内容をまとめることができた。そ

の結果が表一4に示してある。一方、表一5は、1997年8月から2002年12月までの新検定システムで得られた

測定データについて同様なリストを作成した結果である。

　表一4及び表一5のリストに挙げられたすべての測定データファイルはCDに収録された。このデータベースは、

これまで断片的にしか解析できなかった標準ガスの履歴を今後再評価していく上で有効に活用されていくことが大い

に期待される。また、その再評価に基づいて個々の測定データの最終的な値付けが可能となる。なお、CDに収録さ

れたデーダは未だ完成されたものではなく、現在もその修正・修復の作業が行われており、今後さらに完成度の高い

改訂版として改められていく予定である。
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